
図書館常設展示 第８回 大野麥風の「大日本魚類画集」 

 

◎「大日本魚類画集」とは？ 

昭和 10年代に出版された画家大野麥風（おおのばくふう）の彩色木版魚類画集。荒俣宏が“近

代日本最高の魚類図鑑”“昭和錦絵の傑作”と絶賛しています。日本画のような色彩、幻想的な構

図、水中で泳ぐ様子そのままが精密に描かれた魅力的な魚の姿は、見る人を強くひきつけます。 

 

◎マニアックな仕掛け 

原画を描いた大野麥風はこの企画のために水族館に通うだけでなく、当時珍しかった潜水艇に

乗り、魚の生態を観察したと言われています。また版画は彫師と摺師が精魂を傾け、「原色木版二

百度手摺り」と言われるほど緻密な仕事を手掛けました。また、題字を谷崎潤一郎と徳富蘇峰が

書き、解説は高名な魚類学者田中茂穂と釣り研究家の上田尚が担当するなど、当代一流の人材が

参画しました。このように、凝りに凝った「大日本魚類画集」は 500部限定の会員制販売であり、

配本時には詳細な解説と月報がつくなど、好事家の興味をひきつける仕掛けが満載でした。 

 

◎本学所蔵 

「大日本魚類画集」は全部で７２枚あると言われています。本学では、 

トビウオ、ニジマス、ビワヒガイ、フナ、ベラ、メバル、マハゼ 

アユ、イセエビ、カレイ、カワハギ、金魚、コイ、タイ 

の１４枚を所蔵しています。退色を防ぐためあまり長期間展示できませんので、今回の展示では

前期と後期の 2回に分けて展示します。 

枚数は少ないですが、全国的に見ても、展示されることが少ない貴重な資料です。どうぞ、お

見逃しなく。 

 

期間：前期 平成 25(2013)年 1月 28日（月）～ 2月 8日（金） 

    展示品：トビウオ、ニジマス、ビワヒガイ、フナ、ベラ、メバル、マハゼ 

   後期 平成 25(2013)年 2月 12日（火）～2月 27日（水） 

    展示品：アユ、イセエビ、カレイ、カワハギ、金魚、コイ、タイ 

時間：10：00-17：00 (2/16(土)・2/23(土)・日曜日は休館) 

場所：東京海洋大学品川キャンパス図書館 1階ロビー 

主催：東京海洋大学附属図書館 

入場無料 
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